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～ナイスプレーができる日を夢見て～�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r
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　私たちは、大鷹沢小学校で野球の好き

な小学生や体を動かすことの好きな小学

生が集まる少年野球チームです。

　平成15年度に９名が卒業し、４名のメ

ンバーで地道に練習してきました。今は徐々

に仲間が増えてきていて、現在大鷹沢小

学校と第二小学校の児童11名で練習には

げんでいます。

　野球をはじめたばかりの子が多く、ま

だまだ試合になりませんが、いつかナイ

スプレーができる日を夢見て、毎週日曜

日８時30分から12時まで、大鷹沢小学校

校庭で練習しています。

　「野球が好き！」「楽しく体を動かすの

が好き！」という小学生はぜひ見に来て

一緒に体を動かしてみませんか。

マイ�
サークル�
大鷹沢少年野球クラブ�
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　大野　025-8832

今年の４月に、友人の誘いで東北の桜名所ツアーに参加し
ました。岩手県の北上展勝地をはじめ、盛岡の石割桜や高松
ヶ池公園、青森県の弘前城の夜桜、秋田県の角館に行ってき
ました。東北に住んでいる人々にとっては有名、大事にして
いる場所ですが、ほかの地方の人々はそう思わないらしいで
す。私もこの名所を全然知りませんでした。弘前城は中学校
の日本語教科書に載っていたので知っていましたが、桜でも
有名とは知りませんでした。この旅では、もちろん各地の桜
を見て驚きましたが、もっと驚いたことがありました。それ
は至るところに台湾の観光客がいたことです。桜にも感動、
周りの台湾語を聞いても感動しました。そして、一番よかっ
たと思っていることは、東北の美しさや良さを日本人さえ知
らないのに台湾人が知ったことです。台湾の皆さんの、喜ん
で写真を撮ったり、台湾で売っていない屋台の食べ物を食べ
たりしている様子を見て、私は本当に感心しました。
今年の９月から、待ち遠しかった仙台―台北の直行便が就
航しました。今まで台湾に帰りたい時、成田空港まで行かな
ければならなくて、白石から台北までおよそ半日もかかりま
した。本当に不便でした。今は３時間半でふるさとに帰れる
と思ったら、ついつい遊びに行きたいと思ってしまいます。

直行便のおかげで仙台、いいえ、東北地方は台湾との交流に
大きな一歩を踏み出しました。去年初めて白石に来て、白石
や東北の良さや自慢がもっと外国人に知られたらいいなと思
っていましたが、私が何もしていないうちに、そうなってい
ました。
東北と台湾の距離は縮んできましたが、東北とオーストラ
リアの距離はまだまだ遠いです。仙台からオーストラリアま
での直行便があれば、もっと外国の観光客が訪ねに来ると思
います。外国人は日本に、「高いビルだらけ。空気が悪いし、
混んでいるし、ゆったりする場所がない」というイメージを
持っています。東北に招いてそのイメージを変えるべきです
ね。自然の豊かさ、伝統的な行事、建物、芸能など、歴史を
色濃く残す町並み、おいしい山の幸・海の幸などなど、日本
本来の一面を宣伝したいです。
私が台湾人として台湾への誇りを持ち、オーストラリア人
としてオーストラリアを自慢するのは当たり前ですが、よく
間違って日本人と思われる私は日本も自慢しています。この
３カ国間の交流の輪をもっと広げたいです。お互いのことに
興味を持って学んでいけば、この世界はもっと平和になるは
ずです。なんてね。
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市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。�
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）�

市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 � （11月１日～12月５日）

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

28頁掲載

23頁掲載

９頁掲載

23頁掲載

28頁掲載

23頁掲載

22頁掲載

23頁掲載

23頁掲載

31頁掲載

参加無料・材料費各自負担
※申込必要

あしたば白石
（働く婦人の家）

男の料理「バラエティークッキング」
対象：男性のみ

男女共同参画課
0２２－６０２５11月12日（金） 18:30～

20:30

お茶券400円碧水園碧水園茶会　※11/21も開催 古典芸能伝承の館
0２５－７９４９11月  7日（日） 10:00～

15:00

入場無料
※出店希望者連絡必要いきいきプラザいきいきプラザ　フリーマーケット いきいきプラザ

0２２－１６３５11月27日（土） 8:30～
12:00

5,000円（全席指定）
※学割半額ホワイトキューブ16:30開場

17:00開演 日野皓正の夕べ ホワイトキューブ
0２２－１２９０11月  3日（祝）

入場無料いきいきプラザ9:00～
15:00

古代へ浪漫を求めて「小原矢越遺跡」
～市内文化財資料展示会～
※11/14に勾玉つくり教室を開催（申込必要）

生涯学習推進室
0２２－１２９０

11月13日（土）
～21日（日）

入場無料白石城9:00～
16:00 白石城菊花展 白石城

0２４－３０３０
10月24日（日）
～11月14日（日）

無料図書館9:00～
17:00

おもしろ絵本展示会
※日曜日は10:00～16:00

図書館
0２６－３００４

11月  2日（火）
～28日（日）

無料図書館9:00～
17:00

手づくり絵本展示会
※14日は10:00～16:00

図書館
0２６－３００４

11月12日（金）
～14日（日）

入場無料中央公民館9:00～ 第35回白石市民文化祭（展示の部）
※11/5は10:00～

中央公民館
0２４－５３７７

11月  5日（金）
～  7日（日）

入場無料中央公民館10:00～
12:00 わらしこまつり 第一児童館0２５－７０７０

第二児童館0２５－３８７５12月  4日（土）

入場無料あしたば白石
（働く婦人の家）

9:30～
14:30 第３０回あしたば白石まつり あしたば白石

0２５－５０９５
11月20日（土）
～21日（日）

入場無料ふれあいプラザ10:00～
16:00 ゴミの変身展 男女共同参画課

0２２－６０２５
12月  4日（土）
～  5日（日）

入場無料ホワイトキューブ9:00～ 第２６回白石市農業祭 農林課
0２２－１２５３

11月  6日（土）
～  7日（日）

Ｓ　席3,000円
Ａ　席2,500円
自由席2,000円

碧水園14:00～ 地歌舞　古澤侑峯　天の舞 振興課
0２２－１３２４11月  3日（祝）

入場無料
※整理券必要碧水園13:00～ 生命文化「ゲノム塾」

～ゲノムってなあに？～
振興課
0２２－１３２４11月28日（日）

入場無料
※整理券必要ホワイトキューブ12:00～

15:30 みやぎ世代間ふれあい交流フェスティバル 生涯学習推進室
0２２－１２９０12月  5日（日）


